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特集：�あなたのがん診療を　
サポートします

　　　～「がん地域連携パス」を使って～

中濃厚生病院だより

No 92　  感染防止対策実施中

JA岐阜厚生連　中濃厚生病院

中濃厚生病院の理念
みんなの安心、みんなの信頼、みんなの希望

私たちは「安心」「信頼」「希望」のある医療をめざします。
患者さんに「安心」を

いかなるときも差別をなくし、人権とプライバシーを尊重します。
十分な説明と納得のいく医療サービスを心がけます。
快適な環境をととのえ、こころを尽くしてお世話します。

地域社会に「信頼」を
さまざまな機関との連携をすすめ、開かれた病院をめざします。

救急・予防・リハビリテーションまで地域に必要な医療を提供します。
常に新しい知識と技術の集積につとめ、高度医療に取り組みます。

あしたに「希望」を
医療と福祉の実践をとおして生きがいにみちた生活を支援します。
利用者と職員の希望をはぐくむ職場づくりをすすめます。
和を大切にし一丸となって地域医療の発展に努めます。
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令和４年  年頭のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては、お健や
かに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、本会事業につきまして格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げ
ます。また、新型コロナウイルス感染症に対応している病院並びに職員に
対しまして、多くの心温まるご声援並びに支援物資等のご援助を賜り感謝
申し上げます。
　さて、国は質の高い医療提供体制の構築に向け、地域医療構想の実現、
働き方改革、医師の偏在対策を「三位一体」で総合的に進める必要がある
ことを示しました。
　岐阜県においても、地域医療構想に基づき、医療資源の集約化や病院の
機能分化など、医療提供体制の適正化を進めています。
　国・県の示す方向性を踏まえ、本会は、公的医療機関として地域の行政
機関・医師会等と協力し地域に必要とされる医療を継続的かつ安定的に提
供できる体制の確保に取り組んでいます。
　西濃医療圏では、揖斐厚生病院と西美濃厚生病院の病床再編を行い、揖
斐郡大野町内において新病院（名称：西濃厚生病院、病床数：400 床）
の建築工事に着手し、令和５年 10 月の開院に向けて事業を進めています。
　東濃医療圏では、東濃厚生病院と土岐市立総合病院を一病院化し、令和
７年４月の新病院開設を目指し、基本構想・基本計画の策定を進めていま
す。
　飛騨医療圏では、介護療養型医療施設に関する経過措置の期限が令和６
年３月末とされていることから、高山厚生病院の今後の方向性について行
政機関と検討を進めています。
　新型コロナウイルス感染症が約２年に渡り拡大と縮小を繰り返す状況の
なか、人々の生活様式や価値観に大きな変化をもたらしました。その影響
は、本会病院の運営にも大きく波及しています。本会は、今後も感染防止
対策を徹底し、従来から行ってきた地域の医療提供体制の維持・充実を図
ると共に、感染性医療に対して柔軟に対応できる体制を確保いたします。
また、３回目のワクチン接種に対して万全の体制を構築していきます。
　最後になりましたが、本年が皆様にとりまして幸多き年となりますよう
心よりご祈念申し上げますとともに、本会事業にご理解ご協力を賜ります
ようお願い申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

岐阜県厚生農業協同組合連合会
経営管理委員会会長　堀　尾　茂　之
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年頭のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。謹んで新春の御祝詞を申し上げ
ます。
　旧年中は当院の事業に格別のご支援、ご高配を賜りまして厚く御礼申し
上げます。
　新型コロナウイルス感染症の世界的広がりを受けて、人類にとって厳し
い日々が二年を越えて続いております。昨年は冬の第三波に始まり、春の
第四波、夏の第五波と医療の逼迫する状況が起こりました。当院では、軽
症者から重症患者までの入院受け入れを行い、前線で新型コロナウイルス
感染症と戦って参りました。五月末には一時的に集中治療室をコロナ専用
病床にするなど、様々な対応をとり職員一丸となって地域医療に全力を尽
くして参りました。秋以降は、本邦においては感染対策の継続とワクチン
接種によって諸外国から驚かれるほど新規陽性者の減少が続きましたが、
更なる変異株「オミクロン株」の出現によって再び予断を許さない状況に
なっております。今一度、緊張感を保って新型コロナウイルス感染症の診
療にあたります。
　疫病禍は必ず終息をします。2020 年当初は予防薬も治療薬もありませ
んでしたが、現在ではワクチン接種に加え、新しい治療薬も開発され当院
でも既に導入しております。人類が英知を生かして、新型コロナウイルス
感染症の収束から終息に至る日が近く訪れると信じております。もうしば
らく感染対策の継続は必要と思いますが、今年こそ明るい未来が開ける年
になると期待しております。
　当院では、本年も新型コロナウイルス感染症との戦いは継続しつつ、地
域への医療供給体制を先端医療から地域医療まで充実させていきたいと考
えております。何かと不安の多いコロナ禍において、当院の理念である、
患者さんに安心を、社会に信頼を、明日に希望を提供することを改めて胸
に刻み、職員一同、一層の努力を積み重ねていく所存であります。本年も
どうぞよろしくお願い申し上げます。

病院長　赤　松　　　繁



─ 4 ─

あなたのがん診療をサポートします
～「がん地域連携パス」を使って～

当院は、令和 2 年 3 月に地域がん診療連携拠点病院の指定を受け、地域のがん
中核病院として取り組んでいくとともに地域医療連携体制の構築に努めています。

平成 24 年 3 月 14 日の岐阜県がん診療連携拠点病院協議会において、「がん医
療の均てん化を目指したパスの県内統一化」が了承され、同年 10 月より県内統一
様式の「岐阜県地域連携パス」が運用されております。この「がん地域連携パス」は、
当院の専門医とあなたの身近なかかりつけ医の 2 人が主治医となって、がん診療
を良好に続けることを目的とし、当院も現在 6 つのがんについて運用しています。

「がん地域連携パス」を活用することで、一人でも多くの皆さまのお役に立ちたい
と考えております。

基本、普段かかってみえる地域の先生（かかりつけ医）と連携します。
病院→かかりつけ医→（かかりつけ医）→病院→かかりつけ医→（かかりつけ医）

→……と、1 ～ 3 ヶ月ごと交互に受診し、5 年間（乳がん・前立腺がんは 10 年間）
診療情報を共有します。

▶がん地域連携パスのイメージ 

� がん地域連携パス院内コーディネーター　　　
�  看護師　近藤ひとみ　

胃がん 大腸がん 肺がん肝臓がん

専門病院

かかりつけ医

普段かかっている
地域の先生

当院：地域がん診療連携
　　　拠点病院

乳がん 前立腺がん
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▶当院が連携しているかかりつけ医 

令和 3 年 10 月現在、がん地域連携パスで協力いただけるかかりつけ医
▶関市…20 医療機関　　▶美濃市内…3 医療機関　　▶その他の地域…多数

▶がん地域連携パスを使うことによる患者さん側のメリット

①�退院後も、入院していた専門病院とかかりつけ医の共同した診療を受けるこ
とができます。

②定期的に専門病院での診療や検査を受けることができます。
③�必要であれば、すぐに専門病院へ紹介され、診療を受けることができます。
④�診療情報は、専門病院とかかりつけ医に相互に伝わり、治療経過をどちらの

先生にも理解してもらえます。
⑤通院の負担（待ち時間・通院にかかる時間）が軽くなります。
⑥在宅療養についての情報を、関係スタッフで共有することができます。

▶がん地域連携パスに関するＱ＆Ａ

Ｑ：“病院”と縁が切れてしまうのではないかと不安です
Ａ：�手術を担当した病院と縁が切れるわけではありません。かかりつけ医に紹

介した患者さんは、“病院”でも定期的に経過観察しますし、必要な場合は、
かかりつけ医の先生を通して、“病院”の主治医が相談にのります。

Ｑ：緊急時、“病院”で診てもらえないのですか？
Ａ：�緊急時、かかりつけ医での対応に不安を抱かれる患者さん・ご家族もみえ

るかと思います。“病院”として、かかりつけ医からの連絡には、責任をもっ
て対応しますので、ご安心ください。

Ｑ：不安な時、相談したいことができた時は、どうすればいいですか？
Ａ：下記「ぎふがんねっと」か当院がん地域連携パス担当者まで、ご連絡ください。

Ｑ：この「がん地域連携パス」は、どのような場所で利用できますか？
Ａ：�“病院”やかかりつけ医を受診する際はもちろんですが、他の医療機関（岐

阜県内の他病院や保険診療薬局等）を利用される場合も持参されることを
お勧めします。

中濃厚生病院　地域医療包括ケアセンター
がん地域連携パス担当者　近藤・松田
TEL：（0575）２２－２２１１（病院代表）

ぎふがんねっと

詳
し
く
は

お問い合わせ
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令和3年11月1日以降
番 診療科目 診 月 火 水 木 金

⑬
　
番
　
受
　
付

内 科

消化器

午前

1 白 木 山 中 戸 田 小 居 白 木
2 杉 山 勝 村 平 下 勝 村
3 三 田 伊 藤（貴） 杉 山 三 田 向 井
4 向井/伊藤（貴）（消・初、隔週） 平下/三浦・戸田/白木 白木/三田（消・初・隔週）宮地/杉山・山田（愛）（消・初）隔週 山中/小居（消・初、隔週）

循環器
5 香田・高杉（循・初） 岩 田（友）（循･初） 湯 本（循・初） 森 下（循・初） 高 井（循・初）
6 森 下 田 中（孜） 鷹 津 鷹 津 岩 田（友）
7 山 中 香 田 岩 田（友） 香 田 湯 本

腎　臓 8 宇 野（香） 林（可）（内分泌・予約） 新 美（9：30～） 田 中（孜）（循環器） 新美/宇野（隔週）

9
- - - - 華 井（消化器）

神　経 森 野（予約） - 森 野（予約） 森 野（初診） -

呼吸器

10 乾/北村（初診） 半 田（初診） 安 田（初診） 淺 井（初診） 魚 津（初診）
11 安 藤 安 田 安藤（英）（初診・再診） 魚 津 安 田
12 半 田 淺 井 半 田 立 岩 安 藤（英）
13 岩 田（啓） 立 岩 水 野（要予約） 水 野（要予約） 淺 井

内分泌・糖尿病
14 塚 田（再診） 島 田（再診） 桑 原（再診） 鈴 木（再診） 桑 原（再診）
15
17 初診担当医（17診） 鈴 木（15診）

初診担当医（17診） 初診担当医（17診） 初診担当医（15診） 島 田（再診15診）
初診担当医（17診）

血　液 15 後 藤 - 兼 村（予約のみ） - -
総合内科 16 勝村・小居 （川村）・山田（愛） （森下・古川）・三浦 （安田）・平下 古 川

6 - - - 早 川 -
13 - - 淺 井 - -

要
予
約

（緩和ケア）

午後

2 - 勝村 入院(14:00～17:00) - 勝村 外来（14:00～15:00） -
（癌・ハイリスク患者外来） 勝村・戸田・白木（13：00～15：00）
（物忘れ外来） 2 - - - - -
（胸腹部血管外科） 7 島袋（14：00～16：30） - - - -
（心臓血管外科） 7 小椋（第1.3.5 14：00～16：30）

（心　療） 8 奥 野（16診） - - 竹内（15：30～17：00） 奥 野（16診）
（神　経） 9 - 森 野（13：30～） - - -
（禁　煙） 11 宇野（香）（14：00～16：00） - - - -

（糖尿病） 14 島田（透析予防指導）
（13：30～16：00） 正村（14：00～16：00）鈴木（13：30～16：00）塚田（14：00～16：00） -

（血液・自己血外来） 15 後藤（自己血）（13：00～14：00） 後藤（血液）（13：00～15：00）後藤（自己血）（13：00～14：00） 後藤（血液）（13：00～15：00）後藤（自己血）（13：00～14：00）
消化器（予約のみ） 山 田（愛） 宮 地 三 浦 -
循環器（予約のみ） 6 山 田 關野・渡邊（隔週）  -

⑯
　
番
　
受
　
付

小 児 科

午前

1 内 田 内 田 内 田 内 田 内 田
2 岸 田 森 本（航） 岸 田 栃 洞 森 本（航）

新生児 3 栃 洞 佐々木 井 川 佐々木 井 川
4 林 林
5 岡 本

（ワクチン）

午後

内田（14：00～） - - - -
（内分泌・アレルギー） - 森 田 - - -

内分泌（隔週） - - 堀 - -
（神経・療育相談） - - 内 田 - -

（1ヶ月検診）予約制 - - - 栃 洞 -
（アレルギー）予約制 - - - - 岸 田

発達相談 福 田 - 岡 本 森 本（航） 森 本（航）
救急・リハビリ 井 川 栃 洞 栃 洞 岸 田 井 川

耳 鼻 科
午前

1 横山/10：30～角木 小 川（武） 横 山 横山/10：30～角木 横 山
2 滝 脇 滝 脇 飯 沼 滝 脇 滝脇/10：30～飯沼
3 飯 沼（10：45～） - - 飯 沼（10：45～） 角 木（10：30～）

（学童・嚥下・アレルギー） 午後 1 嚥下外来（15：00～） - - 学童外来・アレルギー（15：00～16：30） -

⑮
　
番
　
受
　
付

外 科
午前

1 井 上（総） 仲 田 武 藤 井 上（総） 仲 田
2 武 藤 林（正） 森 本（大） 林（正） 森 本（大）
3 吉 田（乳腺） 河 田 吉 田（乳腺） 河 田 吉 田（乳腺）

（乳　腺） 午後 1 稲石（予約制）
（第2・4週13：30～15：00） - - 吉田（13：30～15：00） -

皮 膚 科 午前 1 山 田 山 田 山 田 山 田 山 田

脳 神 経 外 科
（再　診）

午前
1 小 谷 寺 島 佐々木 寺 島 野 田

（初　診） 2 佐々木 伊 藤 野 田 小 谷 伊 藤

⑭
　
番
　
受
　
付

整 形 外 科
午前

1 安藤（喜）（リウマチ・人工関節） 波 頭（脊椎） 波 頭（脊椎） 小 川（崇） 安藤（喜）（リウマチ・人工関節）
2 小 川（崇） 大 杉 田 口 田 口 神 田
3 植田(第1.3.5)/大杉(第2.4) 中村(第1.3.5)/神田(第2.4) 中 村 植 田 -

（初　診） 4 大杉(第1.3.5)/植田(第2.4) 安藤（喜）（リウマチ・人工関節） 小 川（崇） 波 頭 植 田
（処置・初診） 5 神田(第1.3.5)/中村(第2.4) 田 口 大 杉 神 田 中 村
（ギプス外来） 午後 - - 15：00～15：30 - -

⑩ 泌 尿 器 科
（予　約）

午前
1 清 家 谷 口 - 谷 口 清 家

（初診・予約外） 2 宇 野（裕） 宇 野（裕） 担当医 清 家 宇 野（裕）
3 谷口（10：00～） 清家（10：00～） - 宇野（10：00～） 谷口（10：00～）

⑫
番
受
付

産 婦 人 科
午前

1 太 田 - 太 田 - 太 田
2 伊 藤（直） 伊 藤（直） - 伊 藤（直） 伊 藤（直）
3 増 田（美） 増 田（美） 菊 野 増 田（美） （増 田）

1ヵ月健診・骨盤底再建外来（予約制） 午後 1 - - 女性がんヘルスケア外来
加藤（14：00～15：30）

1ヶ月健診
太田（14：00～）

骨盤底再建外来
加藤（第1.3）（14：00～15：30）

⑪眼 科 午前
1 田 中（大） 田 中（大） 田 中（大） - 田 中（大）
2 - - - 代務医師（9：30～） -

⑲ リハビリテーション科
午前 1 神田/中村 森 野 植 田 担当医師 波 頭

（心臓リハビリ）15:00～16:00 午後 森 下 香 田 山 中 湯 本 岩 田（友）

�歯 科 口 腔 外 科 午前 1 牧 田 牧 田 牧 田 牧 田 牧 田
2 林（樹） 林（樹） 林（樹） 林（樹） 林（樹）

ボランティア募集
中濃厚生病院では現在 20 名程のボランティアの方によって玄関案内、病棟手伝い、院内図書管

理、各種院内教室（ちぎり絵・絵てがみ）と幅広く活動して頂いています。
地域に根ざしたよりよい病院づくりを目指し、週 1 回程度、活動して頂ける方を募集しています。
尚、活動時間についてはご相談に応じて調整できますので、気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】中濃厚生病院　企画総務課　TEL（０５７５）２２- ２２１１

休診日/土曜・日曜・祝日
JA 岐阜厚生連  中濃厚生病院
〒 501-3802 関市若草通５丁目１番地

TEL（0575）22-2211
URL：http://www.chuno.gfkosei.or.jp/

外来診療担当表


